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お知らせお知らせ
冬号を発行しました！～町田市　講
座・イベント情報誌

生涯学習ＮＡＶＩ　好き！学び！
　市内や近隣で１
月～３月に開催ま
たは募集を開始す
る講座・イベント
等の情報を掲載し
ています。「みんな
の学ビバ！！」のペ
ージでは、情報ペ
ージには載せきれない学びの機会な
どを紹介しています。
配布場所市庁舎、各市民センター、各
市立図書館等
※町田市ホームページでもご覧いた
だけます。
問生涯学習センター☎７２８・００７１
ｅ－Ｔａｘ（国税電子申告・納税システ
ム）に向けた

マイナンバーカードの 
申 請 は お 早 め に
　マイナンバーカード（個人番号カ
ード）をお持ちの方は、カードに署名
用電子証明書の機能を付加すること
で、ｅ－Ｔａｘを利用できます。
　ｅ－Ｔａｘとは、確定申告などの国税
に関する各種申請を自宅のパソコン
からインターネット経由で手続きで
きるシステムのことです。
　マイナンバーカードをお持ちでな
い場合、作成には申請から１か月～１
か月半程度かかります。ｅ－Ｔａｘを利
用する予定の方は、確定申告時期に

間に合うよう、お早めにマイナンバ
ーカードを申請して下さい。

【住民基本台帳カードでｅ－Ｔａｘの手
続きをしていた方】
　住民基本台帳カードの電子証明書
は、２０１８年１２月をもって有効期限
が満了しました。新規発行はできま
せんので、マイナンバーカードの申
請をお願いします。
※ｅ－Ｔａｘについてのお問い合わせ
は、ｅ－Ｔａｘ・作成コーナーヘルプデ
スク（☎０５７０・０１・５９０１または☎
０３・５６３８・５１７１）へお問い合わせ
下さい。
問市民課☎７２４・２１２３

２０１８年 度 地 区 協 議 会 
活 動 報 告 会
　市内９地区で設立され、各地区で
さまざまな活動を行っている地区協
議会が一堂に会し、２０１８年度に取
り組んだ活動の発表を行います。詳
細は、町田市ホームページをご覧下
さい。
日１月２６日㈯午後０時３０分～３時
場町田市民フォーラム
問市民協働推進課☎７２４・４３６２
大地沢青少年センター～７月分の

利 用 受 付 開 始
対市内在住、在勤、在学の方が過半数
のグループまたは個人
申１月５日午前８時３０分から電話で
同センター（☎７８２・３８００）へ。
※初日の午前８時３０分～午後１時の
受付分は抽選、午後１時以降は申し
込み順に受け付けます。
※７月２日、９日、１６日、１７日は利用
できません。

町田市自然休暇村　せせらぎの里～
７月分の

利 用 受 付 開 始
対市内在住、在勤、在学の方とその同
行者
場町田市自然休暇村（長野県南佐久
郡川上村）
申１月１日午前８時３０分から電話で
自然休暇村（錆０１２０・５５・２８３８）へ
（自然休暇村ホームページで申し込
みも可）。
※７月２８日～８月１９日の夏期期間は
抽選です。詳細は今後の本紙等でお
知らせします。

催し・講座催し・講座
防災フェアを開催します
　１月１５日～２１日の「防災とボラン
ティア週間」に合わせて開催します。
日①１月１５日㈫～１８日㈮、午前８時
３０分～午後５時（１５日は午前９時か
ら、１８日は午後４時３０分まで）②１月
１７日㈭午前１０時～午後２時
場①イベントスタジオ（市庁舎１階）
②小田急町田駅東口広場（カリヨン
広場）
内①備蓄品など家庭での震災対策に
関する展示、防災マップの配布等②
災害時支援ボランティアの広報、ま
ちかど防災訓練車を活用した初期消
火訓練等
問①防災課☎７２４・２１０７②町田消
防署☎７９４・０１１９
生涯学習センター・鶴川地区協議会
共催～３水スマイルラウンジ

鎌倉古道早の道について
　町田市の主な古街道、河川及び町
田を通る鎌倉古道の主要幹線「上の
道」についてお話しします。また、元
弘３（１３３３）年、新田義貞が大軍を率
いて上の道を南下し、鎌倉を攻めた
時、討幕軍の一部がいち早く鎌倉に
ついたという「早の道」についてもお
話しします。
日１月１６日㈬、午前１０時～１１時、午

後１時～２時（各回とも同一内容）
場和光大学ポプリホール鶴川１階交
流スペース
講小島日記研究会会員・荒井仁氏
問生涯学習センター☎７２８・００７１
生涯学習センター～講演会

相原地区の魅力再発見
日①１月２６日㈯午後2時〜4時②２月
９日㈯午後1時30分〜3時
場堺市民センター
内①新選組幹部を指導した剣客・近
藤周助とは？②大戸に広がる豊かな
緑地を探訪する
講①小島資料館館長・小島政孝氏②
西武・多摩部の公園パートナーズ副
統括　蜂須賀公之氏
定各１００人（申し込み順）
申１月４日午前９時から電話で生涯学
習センター（☎７２８・００７１）へ。
消費生活センター

くらしに役立つ料理教室
【国産大豆でみそ作り】
　遺伝子組み換え食品の現状と表示
について学び、国産大豆を使ったみ
そ作りを体験します。
対市内在住、在勤、在学の方
※１月２２日開催分に当選した方は対
象外です。
日２月１９日㈫午後１時～３時
場町田市民フォーラム
講コンシューマー技術教育研究会・
福岡ひとみ氏
定２４人（抽選）
費８５０円（材料費）
申往復ハガキ（１人１枚）に、講座名・
住所・氏名・電話番号・在勤または在
学の方はその旨を明記し、１月１５日
まで（消印有効）に、消費生活センタ
ー（〒１９４－００１３、原町田４－９－
８、町田市民フォーラム３階）へ。保育
希望者（１歳以上の未就学児）は、保
育希望の旨と子どもの氏名・年齢（２
歳以下は月齢まで）・性別を併せて明
記して下さい。
※２月６日までに抽選結果が届かな
い場合は、お問い合わせ下さい。
問同センター☎７２５・８８０５

　
国際版画美術館企画展案内

問市役所代表☎７２２・３１１１、同館☎７２６・２７７１

世界の果てで生き延びろ－芥川賞作家・八木義德 展
問町田市民文学館☎７３９・３４２０

開館時間火～金曜日＝午前１０時～
午後５時、土・日曜日、祝休日＝午前
１０時～午後５時３０分（いずれも入場
は閉館の３０分前まで）
休館日月曜日（祝休日の場合は開館
し、翌日休館）

第３２回町田市公立小中学校作品展

　子どもたちが学校で学習した美
術、図画工作、書写の意欲あふれる作
品を集め、展覧会を開催します。

【中学校美術作品展】
　１月１１日㈮～２０日㈰

【小学校図画工作展】
　１月２５日㈮～２月３日㈰

【小学校書写展】
　２月８日㈮～
１７日㈰
場同館企画展
示室１

新収蔵作品展－Ｐｒｅｓｅｎｔ ｆｏｒ Ｙｏｕ

　２０１７年度後半
から２０１８年度前
半にかけて同館が
新たに収蔵した作
品の中から、主要
な作品約８０点を
展示します。
会期１月５日㈯～２
月１７日㈰
場同館企画展示室
２

浮世絵と百人一首

　葛飾北斎「百人一首姥
うば

がゑとき」や
歌川国芳・歌川広重・三代歌川豊国
「小倉擬

なぞらえ

百人一首」など、百人一首の
世界を描いた江戸の浮世絵を紹介し
ます。
会期１月５日㈯～４月７日㈰
場同館常設展示室

　１９４４年に「劉
りゅう

廣
かん

福
ふう

」で芥川賞を
受賞した作家・八
木義德は、１９６９
年から亡くなるま
での３０年間を町
田で過ごしまし
た。晩年は作家と
しての功績が認められ、数々の栄誉
を与えられましたが、それまでの人
生は不幸や苦難の連続でした。本展
では、これらの「人生の危機」を小説
に描くことで苦境を乗り越えた八木
の生き方・文学を通して、困難な現代
社会を生きるすべての人に、生き延
びるヒントを提示します。
※会期中、展覧会アンケートにご協
力いただいた方に、本展で直筆原稿
が初公開となる「宿敵」全文などを掲
載した小冊子をプレゼントします
（先着３０００人）。
会期１月１９日㈯～３月１７日㈰
休館日月曜日（２月１１日は開館）、第
２木曜日
観覧時間午前１０時～午後５時
場同館２階展示室

関連イベント
【講演会「世界の果てで生き延びろ－
八木義德の生きる力」】
　八木義德の作品に学ぶ、苦難の乗
り越え方、人生を生き抜くヒントを

本展監修者の紅野氏に解説していた
だきます。
日２月２日㈯午後２時～３時３０分
場同館２階大会議室
講日本大学文理学部教授・紅野謙介
氏
定７０人（申し込み順）
申１月８日正午～３1日にイベントダ
イヤル（☎７２４・５６５６）またはイベ
シスコード１９０１０８Ｆへ。

【講演会「編集長の眼－八木義德とい
う人」】
　近年、芥川賞作家を２人同時に輩
出した名指導者として注目された、
「海

かい

燕
えん

」元編集長の根本昌夫氏は、長
く八木義德の担当編集者でもありま
した。数々の芥川賞作家を間近で見
てきた根本氏に、編集者としての立
場から八木の作品と人間的な魅力に
ついて語っていただきます。
日２月１７日㈰午後２時～３時３０分
場同館２階大会議室
定７０人（申し込み順）
申１月８日正午～２月１４日にイベン
トダイヤル（☎７２４・５６５６）または
イベシスコード１９０１０８Ｇへ。

【展示解説】
　同館担当学芸員が解説します。
日１月２９日㈫、２月１３日㈬、２８日㈭、
３月１７日㈰、午後２時から４０分程度
場同館２階展示室 中学校美術作品展出品

予定作品

横尾忠則「女性と紳
士靴」２０１７年、国
際版画美術館蔵

日1月2日㈬午前8時～午後2時      大蔵湯(☎723・5664）、金森湯(☎796・5926)  問産業政策課☎724・32961月2日は、「朝湯」で気持ちよく新年を迎えませんか？1月2日は、「朝湯」で気持ちよく新年を迎えませんか？ 場


